
心の音楽復興基金 御中

2011年11月17日

NPO法 人 「日本 の道」 竹森道 夫

東日本大震災 岩手県大槌中学校吹奏楽部支援 実施報告

下記の通 り、実施いた しま したので報告 いた します。

1.日 時

2.会 場

3.演 奏 者

4.同 行 者

5.内 容

6.対 象 者

2011年II月12日(土)13:45～18:00

大槌 中学校仮設校 舎(岩 手県下閉伊郡大槌町小槌22番 地割/町 営ふれあい運動公園)

吉 川 武 典(NHK交 響楽団 トロンボーン奏者〉

竹 森 か ほ り(元 東京シティ ・フィルハーモニ ソク鐵員、東京都立芸術高校非常勤講蜘

竹森 耕 平(ド ラム奏者、avexス タジオマネジヤー)

竹森 道夫(NPO日 本の道)、矢島弘一、岩瀬憲 司(劇 団 「東京マハロ」 楽器運送)

3回 目の楽器寄贈/ミ ニ ・コンサー ト/ク リニ ック

大槌 中学校吹奏楽部員(1・2年 生)、 同OB(3年 生)、 大槌高校 吹奏 楽部 員

大槌 中学校 ブラスバ ン ドスポー ツ少年 団 父母 のみ なさん 計 約40名

《実 施 に い た る経 緯 》

丸谷博男 を中心 とす るNPO「 日本 の道」 は、復興の街 づ くりとエ コ住宅建設 のア ドバイザー、 「お風 呂ユ

ニ ッ ト(複数 のバ ス、シ ャワー、 トイ レの大型 コンテナ)」寄贈 な どの支援活動 を行 って います。その中で岩 手

県 ・大槌町の 中学が楽器の補充で きないで いるこ とを知 り、釜石 と仙 台出身 のジャズメ ンな どによ る数 回の

「チ ャ リテ ィー ・コンサー ト」 と、 プロの音楽家 に楽器提供 を呼びか け17の 楽器 を寄贈 して きました。

かねてか ら 「愛器 を提供 した音楽家に よる指導」を学校関係者 と話 し合 って きま したが、震災か ら8ヶ 月

目の今回、 ようや く実現 の運 び とな りま した(被 災で中止になった学校行事が、すべて復活 したため)。

第'1回楽器寄贈6月18日

トランペ ・ソト2本

トロンボーン2本

トロンボー ン1本

トロンボー ン2本

ホルン三本

フルー ト2本

クラリネ ッ ト3本

劣2縢 謬寄磐 8メヲ8θ

東京練馬 区の合 唱団 「コー ロ ・まざ一 ぐうす」 と武蔵村 山市音楽連盟のチ ャリテ ィー ・コンサー ト募金で購 入

今@の 寄、鱒楽 審

5月7日F日 本 の道 チャ リテ ィー ジャズ ライブ」募金で購 入

5月7日 「日本 の道 チャリテ ィージ ャズ ライブ」募金で購入

吉絹武典(NRK交 響 楽団 トロンボーン奏者〉寄贈

小田構寛之 凍 京都交響楽団首麿 トロンボーン奏昂寄贈

松澤 哀 陳 京シティ・フノルへ一モニック管弦楽団チェロ奏者1寄 贈

竹森か ほ り(東 京都立芸術高校非堂勤講師♪寄贈

竹森 かほ り寄贈

ユー フオニ ウム2本 、大太鼓1

クラ リネ ッ ト2本

トランペ ッ ト1本

バス ・トロンボー ン1本

ドラム ・セ ッ ト1組

三倉麻実(武 蔵野音楽大学講師)

中 里奈月(棄 京都立芸術高校非常勤講緬

小田桐寛之(東 京都交響楽団首席奏者)

竹森耕平(avexprimesoundstudioド ラム奏者)
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《ミニ ・コ ン サ ー ト と ク リニ ッ ク 》

1.ミ ニ ・コ ンサ ー ト 「ア ・ソ ン グ ・フォ ー ・ジ ャパ ン(日 本 に捧 げる歌)」 フ ェル ヘ ル ス ト作 曲

13:45-14:10「 あ な た が欲 しい」 エ リッ ク ・サ テ ィ作 曲

演 奏=吉 川 武 典(ト ロ ンボ ー ン)竹 森 か ほ り(ピ ア ノ)

※ 「ア ・ソング ・フォー ・ジャパ ン」 は、ベ ルギーの作 曲家 フェルヘルス トが 日本の震災 を知

った直後 に作曲。イ ンターネ ッ ト上 で 「世界 中の音楽家が、この曲 を演奏 し日本 にエ ールを送

ろう」 を呼びか けた作 品。演奏 ・編曲な ど全ての著作権 はフ リー。

2.ク リニ ッ ク 木管 楽器 、 金 管 楽 器 、 打楽 器 の3グ ルー プ に分 か れ 、3時 間半 に渡 る指導 を

14:20-一一18:00行 い ま した。 三年 生 が 引退 し、1・2年 生 の 飛 躍 的成 長 が望 ま れ る時で す。

12月 下旬 に は全 日本 ア ンサ ン ブル コ ンテ ス トに参 加 予 定 。

以下 、〈吹奏楽部顧問〉 と、父母 のグルー プ 〈大槌 中ブラスバ ン ドスポー ツ少年 団〉のメールを紹介 します。

今日は本当にありがとうございました。沢山のお心遣いに感激 しました。生徒達もとても喜んでいました。

素敵なつなが りを作ってくださったことにも感謝 しています。

夕食の店は見つかりましたか?釜 石も少 しずつ店が増えてきました。ゆっくりしていってください。

大槌中 伊藤恵利子

NPO「 日本の道」 竹森 様

先日は、遠いところお越 しいただき大変ありがとうこぎいました。

また素晴らしい演奏をお聞かせいただいた奥様とN響 の吉川様には 「本物の生の音」を子供たちにプレゼントいただい

たと感 じております。楽器の運搬をいただいた矢島様にも遠路本当に感謝 してお ります。

そ して耕平様にはプロの技と初心者用のア ドバイスなどわかりやすくご指導いただきました。

本当に貴重な体験 となりました。

見ての通りの田舎の中学生ですが、素直で純粋な子供たちです。

うまく気持ちを伝えることが苦手ですが、子供たちなりに何かを感 じてくれたと確信 しております。

家を流され仮設住宅から通学 している子供が大勢います。耕平さんからご指導いただいたパーカスの子にはご両親を亡

くされた子もお ります。

その子たちがキラキラとした真剣な眼差しで聞き入り、また笑顔で楽 しそうにしているのを拝見しますと、皆様のこ支

援の影響力は大きなものであると感じたところでございました。

我々地元の関係者や、学校の先生方自身も被災しており、自分の家庭のことでも手一杯な状況であり、部活動を維持す

ることだけで精一杯の状態でした。

皆様の暖かいご支援により、大中吹奏楽部は一歩も二歩も前に進んだように思います。

東北地方沿岸部の広い被災地の中で、大槌中学校吹奏楽部に目を向けていただきましたこと。

心暖まる励ましのお言葉 と多くの楽器のご寄付、更には今回の音楽のプロによるご指導とご支援いただきましたこと。

心より厚く御礼申し上げます。

NPO「 日本の道」代表の丸谷様をはじめご支援いただきました皆様に感謝を申し上げますとともに、今後皆様方のます

ますのご活躍をこ祈念申し上げます。

岩手県大槌町 大槌中ブラスバン ドスポーツ少年団 代表 垂 隆明
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《大槌町訪問を終えて》

私 に とって、7月 の吹奏楽 コンクール地区大会 と10月 の定期演奏 会に続 く、三度 目の大槌で した。

初めて大槌 を訪 れた他の五人が、 口に したのは 「体 中のエネル ギー を奪 い取 られ る気が する … 」。

戦争の跡の様 な光景 と、 ひたす ら無音。

広大 な岩手県 は、新幹線や東北 自動車 道が通 じる内陸部 と沿岸部 は、ほぼ100キ ロ隔た ってい ます。

い まの大槌 には、息 をのむ ほど美 しい山々の紅葉や海岸線 と、残酷 な コン トラス トをなす現実があ ります。

差 し伸 べ られて いる支援 は極 めて薄 く、復興 のスピー ドは、時が止 まっているよ うにす ら感 じられ ます。

北側 の山を越 えた吉里吉里地区を除けば、店舗 らしい店舗 は、 この8ヶ 月間 コンビニ1店 だ けで した。

帰路 にっいた正午過 ぎ、打ち振 られる 「復興食堂」の旗 が眼に飛 び込んで きま した。

テン ト張 りなが ら、震災後初 の レス トランが盛岡のボ ランテ ィアの手助 けでオー プンしたのです。

この町 を支 えてい るの は、東 北人 の我慢強 さ、海 に生 きて きた人 々のエネル ギー、ひ とや 自然 への限 りない

感謝の気持ちではないか と感 じて います。

海 の香 り漂 う食材 と、ボ リーム!!
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経費報告

項 目 単 価(内 訳) 数 量 小 計

新 幹 線 東京2新 花巻
*乗車料金+往 路=特 別料金指定席

+復 路=特 別料金自由席

吉川氏復路 釜石 ⇒南越谷14,160

(JR釜 石線 新幹線一埼京線 武蔵野線)

5

1

106,900

14,160

レン タ カー 32,000新 花 巻一一(釜石経 由)一一大槌 2日 32,000

ガソ リン代 135 20,78L 2,805

楽器運送費 ボランティアの申 し出によ り 0

高速料金 首都 高 ・池袋3東 北 自動車動 ・東和

「災害派遣等従事車両証明書」により免除 0

ホテル代 6,500 6 39,000

日 当 3,000(×2日 ×6名) 12 36,000

合 計 230,865

*新幹線料金は、駅 レンタカー 〈レール&レ ンタカー〉割引料金

申請時の楽器運送者氏名の変更 と移動方法の変更

木村 至 ⇒ 矢島弘一 復路のみ新幹線利用

岡本 彬 ⇒ 岩瀬憲司
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《ミニ ・コ ン サ ー ト と ク リ ニ ッ ク(11月12日)》
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ひとつの校舎に集合!!

四つの小学校と一緒に。

電
り 東京か らバ ンで

10時 間。

待望の ドラム ・

セ ット到着!!
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ミニ ・コンサー ト

プロの音 は

暖か く、力強 い!!

金管グループの

レッスン

吉川武典先生

(NHK交 響楽団)

木管グループの

レッスン

竹森かほり先生

(都立芸術高校

非常勤講師)

打楽器グループの

レッスン

ドラムスを習える

チャンスは

メッタにない

竹森耕平先生


